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一 管理運営の状況
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二 管理運営に係る評価

（モニタリングシートの結果によって評価）
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指定管理者評価シート
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　協定書及び事業計画書のとおり，スポーツ教室等の自主事業を積極的に行い，

市民のスポーツ振興に大きく寄与した。
2/2施設固有の基準

施設名

指定管理者

指定期間

《収入》

施設の利用状況4

・     その他市が負担した費用　　　　    8,813千円　（  4,253千円）

仙台市屋内グラウンド

公益財団法人仙台市スポーツ振興事業団

令和2年4月1日～令和7年3月31日

《利用者数》　令和２年度　102,810人（前年度比　45％）

　　　　　　　令和元年度　228,527人

　　　　　　　平成30年度　234,244人

5

《事業》「ベビーDEビクス」、「ちびっこ体操」、「陸上クリニック」、「グラウンド・ゴルフを楽

しもう！」など、幼児から高齢者まで幅広い年齢層が参加できるような様々な教室を開催しました。

（延べ参加者4,684人）

評価

24/24
　施設の設置目的に基づいた運営方針が確立されており，職員の理解のもとに，

施設運営が行われている。

評価分野

総則

所見

収支の状況

・     指定管理者に支払った費用　　　105,215千円　（98,934千円）

・     使用料収入　　　　　　　　　　  22,039千円　（20,740千円）

・     その他収入　　　　　　　　　　         92千円　（     115千円）

《実施状況》

・スポーツ施設利用者アンケートの実施　・・・　令和2年10月12日～令和2年11月1日利用者の声

《費用》

(　)は前年度決算額
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　職員の配置及び開館状況は事業計画に相違なく，経理も適切に処理されてい

る。

　また，事故防止に向けた体制を構築し，安全に対する職員間の意識の浸透が概

ね図られている。

　建物の内外及び設備について，安全の確保がなされ，利用者が快適に利用でき

るような状態を保持している。

施設の運営管理体制

施設・設備の維持管理

サービスの質の向上

　職員に対する接遇研修を行い，利用者が気持ちよく施設を利用できるような努

力をしており，令和2年度に実施した利用者アンケートでは，概ね満足していただ

いている結果を得ている。
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三 評価総括

四 その他特記事項

　　（上記評価項目の他に、指定管理者の優れた取組み等、特に記載すべき事項があれば記載する）

◎ 評価担当課（施設所管課）：文化観光局文化スポーツ部スポーツ振興課

特記事項

Ｓ

　施設の設置目的に基づいた運営方針が明確に示されており，職員全体として質の高いサービスの提供と業務

の効率化，経費節減に努めている。

　施設の運営管理体制については，職員の配置及び開館状況は事業計画に相違なく，経理も適切に処理されて

おり，事故防止に向けた体制を構築し，安全に対する職員間の意識の浸透が概ね図られている。

　施設設備の維持管理については，建物の内外及び設備について，安全の確保がなされ，利用者が快適に利用

できるような状態を保持している。

　サービスの質の向上については，職員に対する接遇研修を通じ，利用者が気持ちよく施設を利用できるよう

努力をしている。

　その他にも，様々なスポーツ教室を開催するなど，市民のスポーツ振興及び普及に寄与している。

《施設設置者（仙台市）による評価》

《指定管理者（公益財団法人仙台市スポーツ振興事業団）による自己評価》

　施設管理運営においては、専門業者による定期点検や職員による日常点検を実施することにより、設備・備品等の不具合の早期

発見に努め、修繕及び補修を行ってきたことにより、利用者の事故、けがの防止につなげてまいりました。そして、職員が実施す

ることにより、経費の節減にもつながりました。

　また、自主事業や障害者団体・地区の市民センターとの連携による共催事業においては、コロナ感染拡大防止のため中止になっ

た事業もありましたが、乳幼児から高齢者の方々まで幅広い年齢層を対象とした事業を開催しました。

今後も参加者のニーズの把握に努めるとともに、地域連携を深め、スポーツの普及振興に寄与してまいります。

総合評価
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